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提供したいトピック

•地方部への移住
› 地方への移住経験者および移住を検討している層を対
象に実施した調査（移住に関する一般生活者調査）の
紹介
 地方への関与や移住の現状、移住を後押し／阻害する要
因、移住者の継続居住などについての基礎的な調査

 必ずしもwell-beingが直接の焦点ではない
 横断的な調査という限界もある

› 本セッションにおける議論の材料という位置づけ
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調査の概要
概要 内容
調査目的 地方部への移住を念頭に、地方への関与状況および移住の意向

について調査
調査時期 2024年11月20日～2024年11月25日
調査主体 慶應義塾大学・デロイトトーマツコンサルティング合同会社
調査方式 WEBによるアンケート調査
調査対象 全国20歳～89歳の男女

（性・年齢階層・関与経験セグメント（後述）による割付）
回収数は1,880名

調査内容 地方への関心・関与経験（後述）によって
1. 地方移住・居住者（地方移住層）
2. 特定地方への参画者（地方参画層）
3. 特定地方の支援者（地方支援層）
4. その他（地方関心層）
でセグメントを定義し、それぞれについて (1) 回答者属性 (性・
年齢・職業 etc.）、(2) 地方への興味関心、(3) 将来的な地方へ
の関与可能性やその理由・障壁などを調査4



地方への関心・関与経験

•地方への関与形態
特定地域への興味関心

遠隔関与（ふるさと納税・特産品の購入等）

リアルな訪問（観光・旅行先として訪問）

一定期間の滞在（短期就労・ボランティア等）

移住・居住

関心を持つ地域への関与経験

特定の地域への興味・関心あり

3. 特定地域の支援者
    (地方支援層，N = 500)

2. 特定地域への参画者
    (地方参画層，N = 380)

1. 地方移住・居住者
    (地方移住層，N = 500)

4. その他
  (地方関心層，N = 500)

特定の地域ではないが
地方部への興味・関心あり
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地方への関心・関与経験

•地方に対する興味・関心は低い

特に地方に
関心はない

56.1%

特定の地域に
興味・関心がある
     16.6%

特定の地域では
ないが地方部に
興味・関心がある

27.3%

現時点での地方への興味・関心 関与の経験・形態
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基本的属性

•関与セグメント間の比較
地方移住層 地方参画層 地方支援層 地方関心層

性別（女性＝１） 0.48 0.40 0.50 0.50

年齢（歳） 41.4 35.8 42.8 42.9

配偶関係（有配偶＝１） 0.51 0.37 0.53 0.50

子ども（あり＝１） 0.41 0.29 0.42 0.44

就学・就業

被雇用者 0.59 0.62 0.66 0.63

自営業・自由業・専門職 0.17 0.14 0.14 0.14

就学 0.07 0.12 0.05 0.05

非就業 0.13 0.07 0.13 0.14

世帯年収（万円） 595.6 636.8 635.5 592.6
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関与のきっかけ

•関与のきっかけ
› 非移住者では特産品や食、観光などが中心
› 移住層・参画層では人的ネットワークがきっかけ

関与のきっかけ 地方移住層 地方参画層 地方支援層 地方関心層
特産品の紹介・購入 22.6 37.6 36.0 27.0
ふるさと納税 29.2 42.4 43.0 36.8
食材・料理 34.8 40.3 38.6 30.8
観光・旅行 53.4 55.3 69.2 67.8
自分の趣味 17.0 30.8 15.8 10.4
災害発生など 9.8 19.7 7.2 3.8
仕事での関わり 20.2 31.3 15.2 11.6
寄付や投資 10.0 18.4 6.6 4.0
移住先の検討 34.8 19.2 8.2 7.0
出身者との交流 20.8 28.9 11.6 8.6
過去の居住 10.2 15.8 6.8 3.0
親戚の居住 27.8 23.4 17.0 10.4
友人・知人が出身者／転居 17.0 19.7 8.4 7.4
メディアによる紹介 14.8 19.2 15.6 15.2
ボランティアなど 5.2 10.0 1.6 3.6
その他 8.4 0.8 3.0 1.88



今後の移住意向

•地方参画層・支援層の将来の移住意向
› 具体的な移住計画は一部にとどまるが、潜在的な移住
意向は一定程度存在する
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移住にあたって重視するポイント・障壁

•移住にあたってのポイント（地方参画層）
› 特産品や食・趣味・自然環境などを重視
› 雇用機会、生活サービス環境、家族の協力、地域の人
間関係などが障壁
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地方移住者の現状

•移住経験者の現在の居住状況・転居意向
現在の居住状況（地方移住者） 将来の転居意向（継続居住者）
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移住の後押し・障壁

•移住の後押し・障壁（地方移住者）
› 地方参画層と類似の傾向
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後押し 障壁



移住決断のための行動

•情報収集活動
› 多くはインターネットや個人による訪問
› 行政支援による情報収集は少ない
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転出／転出検討理由
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•転居した／転居を検討している理由
› 住環境・雇用機会が主たる要因



まとめ

•地方移住の現状と要因
› 全体としては地方への興味・関心は必ずしも高くない
一方、潜在的に移住を検討する層は一定数存在

› 地方ならではの魅力（特産品・食・自然・文化）が重
視される一方、雇用機会や生活サービス環境、地域コ
ミュニティーの人間関係といった実際の生活に密着す
る要因が障壁となっている可能性

› 移住経験者の継続居住に関しても同様の傾向がみられ
る
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